
◆感染⼒の強いオミクロン株BA.5系統が主流
◆新規陽性者数が急増、医療非常事態宣⾔が発出
◆若年層を中⼼に陽性者が急増

©⻑野県アルクマ

●感染リスクが高い状態
●家庭内感染に注意が必要
●高齢者や基礎疾患を有する方等、重症化リスクが
高い方と接する際の感染対策が重要

医療非常事態宣言発出中

ワクチンの副反応について

⻑ 野 県

● ワクチン接種によりご⾃⾝の症状を抑えることは、⼊院による医療への負荷を防ぐことにもつながります

※様々な理由により、ワクチンを接種することができない方もいらっしゃいます。接種の強要や、不利益な取扱いなど、
ワクチン接種に関する差別を行うことのないよう、皆様のご理解とご協力をお願いいたします。

家庭内での感染や、家庭から職場、学校・保育施設などへの感染拡大を抑えるためにも、
ワクチン接種をご検討ください。

現在、県内に医療非常事態宣言が発出されています。重症化リスクの高い方等、必要な
方が必要な時に適切な医療を受けられるよう、ワクチン接種をご検討ください。

身近な方を守るために

医療を守るために
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⻑野県設置の
接種会場予約ページ

⻑野県ワクチン接種相談センター
TEL 026-235-7380(24時間無休)
FAX 026-403-0320(土日祝日除く9:00〜17:00)

市町村における接種の
詳細については、
お住まいの市町村へ
お問い合わせください。

ワクチン接種に関する不安や副反応について

（厚⽣労働省） （⻑野県）

接種の予約について

●オミクロン株対応ワクチンは、持続期間が短い可能性があるものの、オミクロン株に対する感染・発症予防効果が
期待されています

・ファイザー社・モデルナ社どちらのワクチンも従来のワクチンと大きな差は見られませんでした。
・主な副反応として、注射した部分の痛み、頭痛、疲労、発熱等がありますが、現時点で重大な懸念は
認められないとされています。 参考：厚生労働省HP Q&A、厚生労働省作成「オミクロン株対応２価ワクチン接種のお知らせ」

感染リスクが高くなっているいま、職場や学校・保育施設など社会生活の中でも感染する
可能性があります。感染し、重症化しないためにも、ワクチン接種をご検討ください。

自分自身を守るために

●オミクロン株対応ワクチンは、オミクロン株に対し従来のワクチンを上回る重症化予防効果が期待されています

11歳以下のお子様（乳幼児・小児）の

ご家族等への新型コロナワクチン接種のす めゝ

●新型コロナワクチンは、生後６か月のお子様から接種を受けられます。発症・重症化予防のため、
接種を推奨しますが、ワクチン接種のメリットとデメリットを踏まえて、ご家族で十分話し合って
ください。その上で、ワクチン接種を受けるかどうか決めましょう。

●特に、「基礎疾患を有するお子様とその同居のお子様（きょうだい等）、かかりつけ医が接種を
すすめるお子様」には、接種を強く推奨します。

●5〜11歳のお子様については、３回目の追加接種ができますので改めて接種のご検討をお願いします。お子様への接種についての
詳細はこちら

オミクロン株対応ワクチンは、オミクロン株に対し従来のワクチンを上回る効果が期待されています。
オミクロン株対応ワクチンを未接種の方は、改めて積極的なワクチン接種のご検討を

お願いします。特に、重症化リスクの高い高齢者や基礎疾患を有する方と同居されている方は、
早期のワクチン接種のご検討をお願いします。

※ 11歳以下のお子様への接種は従来型のワクチンですが、オミクロン株に対しても一定の効果が期待できるとされています。


